
　本体験学習は、福祉教育の一環として「障がいへの理解を深め、思いやりの心を育む」ことを目的

に、上肢に障がいのある方自身が講師となり福祉体験学習を実施しています。

　重度障がい者といっても、生活環境やこれまでの経験によって、日常の過ごし方や感じ方はさまざま

です。当日は、重度障がい者の一人としてお話しします。

 

体験学習の主な内容
　①生活について：買い物や仕事、ヘルプマーク・身体障害者手帳の紹介

　② 体験                 ：握手会

　　　　　                  新旧ヘルプマーク、障害者等用駐車区画利用証を触ってみよう

 






































ペットボトルオープナーでペットボトルを開けてみよう

 






































三角巾を利き手に巻いて片側上肢不自由体験

 



③質疑応答

実施前の打ち合わせについて
　体験学習を円滑に実施するため、必ず事前打ち合わせを行います。

 　・各クラス担任の先生が「集まれる日・時間」を設定してください。

 　・体験実施日の3週間以上前に、打ち合わせ日をご提示ください。

 　・学習内容、体験希望、参加人数、時間、会場、進行等を確認します。

実施にあたってのお願い
　・児童・生徒数が多い学年の場合は、学校側のご協力が不可欠となります。

　・安全を第一に実施するため、走り回ったり騒いだりする行為はご遠慮ください。

　　そのような行為が見られた場合は、先生方からのご注意をお願いいたします。

　・重度障がい者の方のお話の際は、事故等が起こらないよう十分な配慮をお願いいたします。

当日の準備物
　・マイク

　・机

　・イス

　　※その他、必要に応じて学校側でのご準備をお願いいたします。

謝金・交通費について
　・講師料：1名 3,000円

　　※必要に応じて送迎を学校側でお願いすることがございます。

　・川西市に「債権者登録」していますので、登録口座へのお振込みをお願いいたします。

　　振込の際は、摘要欄 に必ず体験学習（キャップハンディ）の実施日を記入してください。

　 ・交通費や振込方法などについてご要望がある場合は、打ち合わせ時に必ずお知らせください。 

　

福祉体験学習（重度障がい者のお話）についてのお知らせ



加入保険について
　・本体験学習では、講師の方は保険加入は行っておりません。

　・万が一、児童・生徒・講師の方にケガ等の事故があった場合は、学校の保険等による対応を

　　お願いいたします。

申し込み時期についてのお願い
　・毎年3学期に依頼が集中するため、可能な限り1・2学期へ分散してお申し込みください。

　・依頼が重なる場合は、お断りさせていただくことがあります。

　・実施希望日の2か月以上前
にお申し込みいただきますようお願いいたします。

　　※3学期実施予定の場合は、可能なかぎり11月末日までにお申し込みをお願いいたします。

　・実施希望日の1か月前後の依頼は、講師調整が難しくなるため、お受けできない場合があります。

　・担当の先生が交替される際は、確実な引き継ぎをお願いいたします。


最後に
　福祉体験学習が円滑に実施できるよう、ご理解とご協力をお願い申し上げます。
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